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o アルコール飲料の準備または提供を目的として使用されるバーカウンターでの飲食サービスは

できない。 
 

屋外食事エリア： 
 屋外座席エリアの顧客数は、物理的距離を確保するのに十分な数に減らしている。異なるテーブルに

座っている顧客間で最低6フィートの物理的距離を確保するために、１つのテーブルの椅子の背もたれ

から隣のテーブル椅子の背もたれまでを測定して、テーブル間の間隔を少なくとも6フィートにする。

これにより、異なるテーブルに座っている顧客間の物理的距離を維持しながら、テーブルとテーブル

の間を通って部屋を通ることができ、テーブルに着席している顧客が椅子を押し出して座ることがで

きる。プレキシガラスや他の仕切りは、必須とされるテーブル間の距離と顧客間の距離の確保の代替

にはならない。下記の「許容される収容人数で承認される座席配置の例」セクションを参照する。 

 施設内の屋外テーブル席は、１グループあたり8人以下に制限されている。屋外のテーブルに着席して

いるすべての人は、3世帯以下の世帯からの者でなければならない。着席する前に、接客係は、テーブ

ルを共有するすべての人が3世帯以下の世帯の者でなければならないことを口頭で顧客に通知する。 

 屋外座席エリアの最大顧客数は以下のように制限されている: _________、これは上述したようにテー

ブルが隣のテーブルから離れており、各テーブルに最大8席ある場合に、利用可能な座席の総数によっ

て決定される。 

 グループのすべての人がCOVID-19に対するワクチン接種を完了4していること証明する場合、テーブ

ルごとに最大6人、異なる6世帯以下の人が一緒に座ることができる。ワクチン接種を完了したと申告

した顧客は、同伴者と一緒に座る前に、写真付きの身分証明書とワクチン接種完了の証明を運営者に

提示することが必須である。これには、ワクチン接種カード（ワクチン接種を受けた人の氏名、提供

されたワクチンの種類、最後に接種を受けた日付を含む）、または別の書類としてのワクチン接種カ

ードの写真、または携帯電話もしくは電子機器に保存された接種を受けた人のワクチンカードの写真、

または医療従事者から提供されるワクチン接種に関するワクチン接種完了の書類(ワクチン接種を受け

た人の氏名、及びその人がCOVID-19に対するワクチン接種を完了したことを認証する内容を含む)な

どがある。 

 指定されたに設置されたテレビまたはその他の画面は、屋外の顧客の視聴用に使用できる。 

 サイト内で屋外食事サービスを提供する施設は、以下にも準拠する必要がある。 
o 「屋外運営」の資格を得るには、施設の食事またはワイン試飲エリアとそれに使用される一時

的な構造物は、カリフォルニア州保健省の屋外事業運営のための一時的構造物の使用に関する

必須ガイダンスで指定されている、屋外設定に関する州の基準に準拠する必要があります。 
o 州の屋外設定の基準を満たさない屋外構造物は屋内設定として分類され、そこにいるすべての

顧客は、施設の50％の屋内総収容人数制限の一部として数えられる。 

 アルコール飲料の準備・提供の目的で使用されるバーカウンターでの飲食物の提供は許可されていな

い。 

すべての施設向け一般的な要件 
 施設は収容人数制限を確実に遵守するためにすべての入口で顧客の出入りについて厳密かつ継続的に

人数の計測を行い占有率を確認する。計測が不十分であったり、計測を行っていない、または収容人

数が過剰であると思われる小売業者は、公衆衛生検査官の裁量により、現場の公衆衛生検査官がこれ

らの問題が修正されるたと判断するまで一時的に閉鎖される場合がある 
 可能であれば、物理的距離を維持するために、入口と入口とは別の出口を明確に区別する。 

 
4
 接種を 2 回受ける必要のあるワクチン（Pfizer-BioNTech または Moderna製）の場合、2 回目の接種を受けてから 2週間以上、またはワクチンを

接種が 1 回で済むワクチンの接種を受けてから 2 週間以上経過している（Johnson＆Johnson[J&J]/ / Janssen 製）人が、ワクチン接種完了者とみな

されます 。 

削除済み－無効 
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	 レストランの屋内座席エリアの顧客数は、レストランの屋内占有率の50％以下に制限されている。可能な場合は、駐車場を再構成して、人の集まるような場所を制限し、適切な間隔を確保できるようにする。
	o レストランの屋内食事エリアの最大顧客数は次のとおり： __________
	 異なるテーブルに座っている顧客間で少なくとも6フィートの物理的距離を確保するために、１つのテーブルの椅子の背もたれから食事をする人が座っている隣のテーブル椅子の背もたれまでを測定したときに、テーブルの間隔が少なくとも6フィートになるようにする。これにより、テーブルとテーブルの間を通って室内を移動し、テーブルについている顧客が椅子を押し出して座ることができる。可能な限り、屋内のテーブル間の距離を上記の必須とされる6フィート以上に最大化し、フェイスマスクを外して屋内で食事をする顧客からのリスクを最...
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	 グループのすべての人がCOVID-19に対するワクチン接種を完了3F していること証明する場合、テーブルごとに最大6人、異なる6世帯以下の人が一緒に座ることができる。ワクチン接種を完了したと申告した顧客は、同伴者と一緒に座る前に、写真付きの身分証明書とワクチン接種完了の証明を運営者に提示することが必須である。これには、ワクチン接種カード（ワクチン接種を受けた人の氏名、提供されたワクチンの種類、最後に接種を受けた日付を含む）、または別の書類としてのワクチン接種カードの写真、または携帯電話もしくは...
	 指定されたに設置されたテレビまたはその他の画面は、屋外の顧客の視聴用に使用できる。
	 サイト内で屋外食事サービスを提供する施設は、以下にも準拠する必要がある。
	o 「屋外運営」の資格を得るには、施設の食事またはワイン試飲エリアとそれに使用される一時的な構造物は、カリフォルニア州保健省の屋外事業運営のための一時的構造物の使用に関する必須ガイダンスで指定されている、屋外設定に関する州の基準に準拠する必要があります。
	o 州の屋外設定の基準を満たさない屋外構造物は屋内設定として分類され、そこにいるすべての顧客は、施設の50％の屋内総収容人数制限の一部として数えられる。
	 アルコール飲料の準備・提供の目的で使用されるバーカウンターでの飲食物の提供は許可されていない。
	すべての施設向け一般的な要件
	 チェックスタンド、ターミナル、デリカウンターと列、トイレ、エレベーターロビー、ホストスタンド、待合所、バレーパーキングドロップオフ・ピックアップ、その他の顧客が集まる場所などで、並んでいる顧客や従業員が物理的距離を置く対策に従っていることを確認する。
	o 一般の人たちが並んだり列になりえる場所に、6フィートごとにテープやその他の印を置く。
	o 歩行者通行向けに方向指示を示した廊下や通り道を設立する。可能な場合、従業員と顧客がすれ違うことを避ける。
	 私的なイベント
	o レストラン及び食品施設は、施設の屋内または屋外エリアで私的なイベント（レセプション、会議、宴会など）を開催できる。ただし、そのような私的なイベントは、私的なイベントに関する郡公衆衛生局の「私的なイベントに関する再開手順：付録BB 」に完全に準拠する必要がある。
	o レストランに独立した入り口のある独立した私的イベント向けのスペースがない場合、私的なイベントは、レストランが通常業務を休業している場合にのみ開催できる。ただし、完全に独立した入口と施設を備える独立した私的イベントスペースを有するレストラン及び食品施設は、私的なイベントとレストランの運営を完全に分離できる場合は、レストランまたはその他の食品施設の通常運営を維持しながら、私的なイベントを主催することができます。私的イベントの参加者は、レストランの顧客と交流することはできません。
	o 屋外で開催される私的なイベントの最大収容人数は100人ですが、私的なイベントに関する郡公衆衛生局の手順に規定されているように、すべてのゲストが検査で陰性であるか、またはCOVID-19ワクチン接種完了者である場合は、300人まで増やすことができる。私的なイベントは、郡公衆衛生局の私的なイベントに関する再開手順に規定されているように、すべてのゲストが検査で陰性であるか、またはCOVID-19ワクチン接種完了者である場合にのみ、レストランまたはその他の飲食施設の屋内で開催することができる。屋内で開...
	o 施設で私的なイベントの開催とレストランの営業が同時に運営されている場合、レストランの定員と私的なイベントの定員は別々に計算される。
	 レストランの営業中のライブエンターテイメントは、屋外でのみ許可されている。着席している顧客のグループとステージまたはパフォーマーとの間に少なくとも12フィートの距離を確保できるよう、目に見える境界がなければならない。パフォーマーは、パフォーマーが多くの微粒子、エアロゾル、及び飛沫が放出され移動する音声の投射を制限できるように、可能な限りパフォーマンスにマイクを使用する。
	 音楽演奏者の場合：
	 顧客のダンスは引き続き禁止されている。顧客のグループは、パフォーマンス中、可能な限り着席している必要がある。録音された音楽は許可されるが、従業員が顧客との距離を保ちながら顧客の声を聞くことができるように、音量を十分に小さくする。
	 ピックアップや配達サービスを提供する食品施設は、注文やピックアップ、または配達のスタッフの列に並ぶ顧客が物理的距離を置いていることを確認する。
	 レストランは引き続き配達、テイクアウト、ドライブスルーでの営業を行うことができ、かつそれが推奨される。
	 モバイル注文やメニュータブレット、非接触型決済オプションなどの技術的解決策を可能な限り人と人とのやり取りを減らすために実践している。
	 顧客、配達ドライバー、そして従業員が接触する際に物理的距離を置けるようにデザインする。
	o レストランの屋内外で顧客、ベンダー及び配達員などが待機する所の床に、物理的距離を実施するような印をつける。
	o 可能な場合、ピックアップと配達の際に接触の無いプロセスを行ったり、顧客に対応する際に電子的システムを実施する。
	o 可能な場合、ウェイター同士や従業員と顧客の間の接触を1回に付き最大5分までに制限する。
	 可能な場合、施設での食事は予約、または顧客が屋外テーブルの収容人数を事前に確認する連絡をする。通常の運営中に実行可能な場合、予約時、または到着時に、接触者追跡が必要になった場合に連絡できるよう、顧客の連絡先情報を得る。
	o 顧客が車内にとどまった状態で待ち、テーブルの準備ができたことを通話、テキスト、その他の方法で通知をした後に入店できるような電話予約システムを考慮する。
	o 施設内で過ごす時間を制限するために、屋外で食事をする顧客が事前に注文できるオプションを検討する。
	 施設内での注文を提供できる能力がある場合、顧客が簡単に注文できるようにメニュー（表示、または使い切り印刷物）を提供し、顧客がすぐにピックアップできるように商品を集めてパッケージ化する。顧客はピックアップの推定時間を通知される。商品を待っている顧客は施設内に集まらないように、車内に留まるか、注文を受け取る適切な時間に施設に戻るようにする。
	 スタッフと顧客の接触を制限する。
	o 6フィートの物理的距離を確保することが難しいレジ、ホストスタンド、注文カウンターなどに、仕切りやプレキシガラスなどで物理的なバリアーを作る。
	o 個々のグループにサービスを提供する従業員の数を制限する。
	 従業員や顧客がトイレ、廊下、バー、予約場所、クレジットカードターミナルなどの人通りの多い場所に集まらないように指示する。
	 従業員が、物理的距離を妨げる握手などの挨拶をすることを避けるよう指示する。
	 従業員の休憩室にいる従業員間の物理的距離を維持するために、テーブル間の距離を少なくとも8フィート、座席間の距離を少なくとも6フィートに増やす。可能な場合、日除けと座席のある屋外休憩所を作り、物理的距離を確保できるようにする。
	 可能な場合、従業員同士が物理的距離を保てるように運営の再設計をする。
	o キッチンや店の裏部分（バックヤード）の床に物理的距離の要件を満たせるように印をつける。
	 オフィス、キッチン、食料貯蔵室、ウォークイン冷凍庫、その他の従業員が頻繁に通る場所全てで物理的距離対策を行う。
	o 偶発的な接触は予期されているものの、これらの接触を15分以下（10分が好まれる）に制限し、全ての従業員が常時フェイスマスクを着用していることを目標とする。
	o 顧客は、テーブルに着き飲食する場合にのみ、フェイスマスクを取り外すことができる。
	o 飲食する際は、着席しなければならない。顧客は、飲食中に歩き回ったり立ったりすることはできない。
	o 布製フェイスマスクの着用を拒否する顧客に対して、サービスを拒否して施設から出るよう要求することができる。
	 オプション―その他の対策を説明する（高齢者のみの営業時間の適用、ピーク時以外の販売を促進する、など）:



